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1.(まこめに

大学の社会福祉実習教腎におけるソーシャルワー

ク実習教育のあり方と、社会話社史践の専門家養

られた諌題は、その資的側面において

益々被雑多様化の体をなしている。そこ

本学の実響教育システムの要肉{社会福祉

実習の基本砕組と本学の実習システム)とその指

導方法・内容を分析することにより、大学の社会

福祉実習教育、特に「社会詣社実智I

援助技指現場実習)Jを実施するうえで派生する

とその課題解決に向けて若干の問題提

起を試み、社会福祉実習教育活動と設に乗り越え

るべきハ…ドルとなっている諸課題を明らかにし

てき

本穣では、前橋の読点を基践に、

教膏における現行の評錦上の課題とその解決法と

してある評価法を提示する。そのーっとして昨今

教育界で詑日を集めているポートフォリオ静価法

とマルチメディアを活用したヂジタルポートブ汐

1)才の可能性社論じてし1くO 何故ならば、従来の

・機関の実習指導職員が実

よりまとめられた

いくつかの作成物(実習計画書や日誌、・報告書

等)によっていた。しかし実習評価の目的は、事

-配属実習・事後学宵の全ての経過を通し

て、教育目標がどのような経緯で連成されたのか

を総合的に点検し、今後の課題を明確化すること

に他ならないとするならば、現行の評価方法の見

直しゃ活用方法のあり方を検討する必要性が生じ

る。ポートブォリ才評語法は総合的学習の費的評

ために開発途上の方法である。また、ヂ

ジダルポートブォリオは、その前提条件となる学

習のプ口セスを総合的に記録し、効率のよい学習
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成果物の収集を容易に行うことを可能にする教材

であり、ポートフォリオ評舗に新しい可能性を坊

り開くものとして期待されている。このことか

ら、実習教背への応用・援用が検討されてよいと

考えるからである。

II.課題の抽出

1.実習評{離の意味と活用上の課題

前述したように実習評価の註的は、事前学潤・

配属実習・事後学習の全ての経過在通して、教育

目標がどのような経緯で達成されたのか者総合的

に点検し、今後の課題を明確化することである。

その結果は、大学、実潤先施設・機関、実智生、

さらには施設・機関利用者にとって包括的な課題

合提示する。したがっ

としての①実皆生白身②実問先施設・機関の

利用者や職員③大学の実情指導教員等によって総

合的に行われる必要がある。

ただし、現状では①実習生島身がどれほ

目標を意識し、それにそった具体的な課題をどこ

まで達成し、全過程を通して例を学びえ

や実習先施設・機関の利用者や職員にとって実習

生や大学{曜の教育恵;闘がどのような形で明解され

実習に反映されているのか等を詳結に明示できる

までには恋っていない。

持に実留教背において何がテ…?となりうるの

か、その目的は何かということになると「社会福

祉実問1(社会福祉援助技術現場実留)1の場合、

厚生省社合・援護局第 2667号社会福祉士養成施

設等における按業科目の詩標設びに介護福祉士義

成施設等における授業科目の日標及び内容の改正

について(通知〉に示されてはいるもののその教

育方法に関しては瑛然としている。特に評価方法
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に関する指捕は見あたらない0

2. 評極方法

大学が行う実轡評価“は、その評価時点によって

大きく実潤前・配属実習中・実習終了畿に区分さ

れる。大学問の共通した枠組みは比較的大まかな

ものであるが、本学の場合、 3つの時点ょっ

ドの 3分類 10項目を評橿しているは)。

日内脅の詳細な吟味については、本論ではそれを

目的としない。

【実宵前の評髄]

① 事前指導の取り組み状況

② 

⑤ 

⑥自

{実習終了後の評価]

社会福祉実習鰐ア報告書

⑧ 実習体験個人総括脅

⑨ 実習先種7J1j総括書

⑩ 事後指導の取り組み状況

なお、判定は各項目とも 10点満点とし、単故

認定のためには、 10項呂全てにおいて 6点以上

「石川、 70点以上を「良J、

とする。さらに60点未満の者、

60点以上であっても 1項目でも6

であれば、単位認定ができず不合格となる。

3震評価内特

実現評揺は、社会指祉専門職に要請される基本

的知識の理解、基本的実践技能、基本的実習態度

の1!1得の到達震を意識して行われるが、枠組みと

内容は以下のとおりである。

( 1 )事館指導時何

① 施設・機開の法的根拠、設鰹H的、運営、

-利用経路・手続等の確認

施設サービス、路設労動、措置制震など

実習職種の役割・業務関連職種との連携の

あり方、必要とされる諸技術の確認

④ 関連施設・サーピスの連携、社会資源等に

利用者の牛ー活困難及びニーズを把掘する

法、利用者の近年の動向等の確認

⑥ {岡野Ij援劫計画・行事計掛等の立案・

-評{耐過程の概要の確認

⑦ 請報収集・分析の提点についての確認、実

現課題に関する指導

⑧事例研究特に対象者用解を中心に一

( 2 )配属実習山

① 専門職としての倫理〈人権尊章、守謡、義務

の尊重

実習課題への取り組みの意欲・積極性・主

体性

③ 利用者や関係者に積極的に関わっていく襲

勢

者と職員から覆極的に学び、指導を受

けようとする楼勢

仕事上の責経(出退勤時間、擁設・機関の

方針の遵守、連絡、報告等)の遂行

⑥ 職場におけるチームワーク、協調性

なお、寵属実問中に確認できる基本的実習態度

の腎得の到達度に関しては、分野別グループ指導

・訪問指導教員よりも実習先擁設・機関の指

導職員によるところが大きい。

(3 )事後指導(6)

実習擁設・機関及び実智職極に関する理解

度の評価…

対象者理解の祝点・関係形成技術や関わり

③ 施設・機関における革本的技術の埋論的背

景に関する理解

個別・集団援場計画の立案・実施の再評価

政策的背景を基にした施設・機関、社会資

源iこ関する考察

4.総合評{面の課題

した実習評価の特絡みは、最終的に総合評

るが、評価そのものについては多くの議論

や方法がある。ここでは詳細には触れないが、学

校教育においては、大雑把に掲げれば、総括的評

価と形成的評語、相対的評語と絶対的評価、自己

評価と相正評価、ポートフォリオ評価¥

ど様々に議論されている。特に1育報教脊や総

合的な学腎などでは、その判定をめぐり、測定と

評価の課題を改めて浮き彫りにする。何故ならこ

れらの学習は、テスト問題で評価することが難し

く、結果だけではなくその経過が間われるからで
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ある。実響評摘の場合も同様で、社会福祉に関す

る基本的知識の理解がどの程度身に付いたかとい

うようなテスト問題による試験成績によってある

程度は数能的仁詩価可能な現日と、基本的実践技

能、基本的実習態度がどの程護身に付いたかとい

うようなテスト問題による試験成績によって数値

的に評価不可能な項目を合む科討で、ある。この点

について高浦勝義は、

した評価ではなく

定は評価のための鳴っの手段であるといった見方

やそのような評餌観を肴求したしリ(7)と指摘して

いる。現段階での大学における実腎評植はそのよ

うな側面を意識イヒして行われているが、総合評価‘

のためには科学的に根拠のある標準化・客観牝さ

と枠組みには描ききれない恐意的・主観

どちらも不可欠で、あり、それらの視点

を含めた総合的な試みが継続検討在れていかねば

ならない。

また、実現評価の主体は大学の実潤指導教員以

外にも実習生自身、実習先施設・機関の利用者で

あるが、各主体が持ちうる評極観は一様ではな

い。特に大学が掲げる実習教育目標と

る実習生自身、実器先施設・機関利用者の受け止

め方の請離は各方面で指摘されて久しいものがあ

る。仮に大学の実習指導教員、実習生自身、実宵

・機関の科舟者が実習教育の学響効果を期

待して、実習1=.の学習過程やその成果に関する

様々な鵠報を寂集・整理し、そして提供するとし

たらどのような評{出子段が考えられるのであろう

この課題の解決じ糸口を見出す評髄手段とし

てあげられるのが、近年教育界で、注目在れている

のがポ…トフォリオ (oortfolio)である。

ill.ポートフォ 1)オ静備法

l.意味と背景

ポートブォリオ (portfolio)と誌、辞書では

la紙ばさみ、折りかぱん:政府省庁の番頼を運

ぶかばん。 b{紙ばさみ式の》画集、画帳;{画

家などの》代表作品j建築・《金融》ポートフォリ

オ《特定の借入・機関投資家が保有する各種有錨

証券〈の明細一穂表)>>J山とあるように、容器や

入れ物を意味する。このポートフォリオを教育評

一-41 

価に用いたものがポートブ泳 1)オ評額法である。

ポートブォリオ評価法は，イギリス 1988年の

教育改革法によるナショナル・カリキュラムの導

入以降、 GCSEなど公的テストで欄定不可能な質

して、すでに多くの学校におし

1980年代以降、公的テスト

いわゆる「真の評価J

し、

Evaluation)ま

たは?代替がj評価J(Altemative Assessment) 

が提唱され、その代表的な方法として、理論的研

究とともに、おもに中等学校レベルでの活用方

法・事ø~が開発されている

わが国では、第 15次中央教育審議会における

次期学留指導要領(平成 10年販学習指導要領)

の柱として「生きる力jの育成が提起され、指導

と一体となった新しい評価方法の模索と研究がま

すます盛んとなった。 2002年慶〈高校は 2003年

度)から実施される新学理指導要領の「総合的な

の静師法として紹介され、

んでいる(10)。

2. 定義と特徴

ポートフォリオ評儲とは待であろうか。

究者の定義を紹介する。

高浦勝義(1)は、 トムパーリとボーリック (M.

L. Tombari and G. D. Borich)やプーケットと

ブラック (M.B. Puckett and 1. K. Black)らの
定義を紹介し、ポートブォリ

のように述べている。

トブォリ才とは、生徒が達成したこ

と及びそこに到達するまでの歩みを記録する

学留者の学力達成に関する計画的な集積であ

るJ(M. L. Tombari and G. D. 

Au凶I此then川1ticAssessm球e引n批1託t加nthe Classroom. 

Pr陀en社剖tice.欄.

② 「ポ一トブオリオとは、生徒に(そして/あ

るいは他者に)ある A定の領域におけるその

生徒の努力、進歩あるいは学力達成を示す生

徒の学習に関する目的的な築様であるj

B. Puckett and 1. K. Black， Authentic 
Assessment of the Y oung Child，提acmillan

College Publishing， 1994， p.198.) 

したがってポートブォリオとは、「ある

を準講し、その中仁、子どもの学習の通程及び結
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果に関する資料・ 目的的、計語的に集積し

ていとうとするjものである。

大限紀和(2)は、 f学習活動にポートフォリ

提唱されるのは、米国では 1980年代の後半頃か

らのととです。それまでもっぱら行動主義だった

教奇観に、構成主義の行き方が提唱され，るように

なって、それにともなう評価としてポートフォリ

オが設場してきます。jと歴史的経緯を述べ、

「ポートブ寸 1)才は、生徒たちの特定の学習課題

への努力、議歩、到達を展示するための牛.徒の取

り組みをコレクションしたものである。このコレ

クションには、一人ひとりの生徒が選訳した学習

内容への参加、生徒自身による学習活動の成果を

判断する基準、生徒の自己反省〈内省)の証拠が

含まれるjとウールブオルグ (Anita. E. 

の定義を紹介している。 (Anita.E. 

1998， Educational Psychology予 7th

Allyn and Bacon， pp. 569-570.) 0 

安藤蹄次(3)は、ポートブォリオに関する 30冊

以 kの洋書から特徴的な以下の3定義を抽出し、

を述べている。

①学び予が学習を理解し、拡大する

るだけでなく、ポートフォリオの読み手にも

役立学びと学び予ιついての洞察を与えるよ
うに促す反省的な話を伴った作品など

を集めたもの Porter and J. 

The Portfolio As a Learning 

Strategy， Boynton/Coo主 Publihsers，

p.23)o 

指導 (teaching)と呼ばれる複雑な文脈に

おいて、あなたの専門的成長と達成した有能

さに関して組織的にかっ目標に引き寄せて

時1.Campbell， 

How to Develop A Professional Portfolio. 

Allyn and Bacon， 1997， p.3)。

教師と生徒が生徒の知識、技能、

長をそこターするために糸統的かっ組織的に

証拠を集めたもの (D. J. Cole， et al.， 

Portfolio Across the Curriculum and Beyond， 

Corwin 1995， p.9)。

〈じの定義は、初期の初等中等学校に使用

の根的に広まる中でのそヂルとして、@の定識

は、大学の学校教員養成と現職教師教膏を導入す

るためのもの、③の定義は岡者の使用法を視野に

包括的に試みた定義で、あるが、いずれも十分では

ないと述べている。そしてポートブォリオを「特

定の目的にそって学んだ事柄を多様な評僻手段を

使って長期にわたって殺集したものであり、その

際に拭学び手の自己評酷だけでなく、同じ学び手

間土や助言者からの評極なども含めて、自分の次

の学びにいかすととができるものjげのと定義して

いる。

以上のことから、ポートブォリオ評価の特徴を

まとめると以下のようにな

時系列に沿って寂集するだけではなく、ね

らいや目的を許語的・目的的に集積する。

一人ひとりが、自分の学習成果を内省し、

ほかの多くの人に見せることが可能。

⑮ i校集の過程で教背サイドはその価値を間い

学生の自己評鶴やメタ認知能力の形成

し支持できる。

学びのどの時点においてもポ…トブ寸リオ

活用の機会がある。

3.情報と

ボートフォリオでは、従来から評価資料として

収集されてきた作品・成果物のみならず、

達成事項を示す多種多様な資料・情報群の収集が

国られている。例えば高浦は、 D. ハートのテキ

スト (5)から大きく 3つに分類、して紹介している。

すなわち[観察J(observation)、f作業実績サン

プルJ(performance sample)、fテストもしくはそ

れに殺する方法J(test)である。

「観察j資料群では、逸話記録、チェックリス

入賞関項目、評定尺度、時間抽出、

インタビュー等の方法で収集される増報がある。

業実績サンブ/レj群では、 f学習記録J

Clearning log)、感想や意見、{間人的な経験等を

物語甑に記述する比較的に主観的な「反省日

(reflective joumaO、実験、問題解決の仕方、

楽会の独唱(奏)、諸説、新開づくり

議行させその様子なり作品を収める f非業実績j

資料 (performance)、あるいは模聖や地関づく

り、絵やグラフ書き、切り絵、写英、演劇、映

画、ビデオづくりといった fブ口ジェクト

(project)活動に関する需報や作i弘、事物事象を

・比較・分類したりする諸技能、あるいは

りム4
9
 



弘前学院大学社会福祉学部研究紀要第3号(2003年)

表1 ポートフォワオに集積される評価資料・情報

1.指題
2. 教師詩作の小間臨やテスト
3機生徒仲間の作った課題
4. グループ作業〈誤作物や絵)
5.学費記録
6. 問題解決記録
7. 学腎の反省日誌
8. 地域プロジ℃グ
9. 著述活動
10. その議程を示すための著述作品の下毒殺
11.講説、読み、歌、紫問の仕方に関する録密カセッ
12. 間式構成問
13. 会議での質問
]4.態度や意見に関する質問紙
15.他の子どもとのインタビュー
16.観察チェッグリスト〈個人および集団)
17. メタ認知活動
18. 自己評鮪
19. ポートフォワオの内容についての教師や親への手紙
20. 将来の目標についての擦述
21. 自由な写真(基準なしの〉
22. 寅説、競技、討議、既史劇の撲出などの逆行に関する錨写
23. 綴じるには大きすぎる個人やグループによるプロジェグトの写真
24. 生徒が登鋭号事項を記入した詩とf理由、及びそれを取り消した時を記
したり論じた登録薄ないし記録

25. コンピューダーのプログラム
26. 経験京での実験
27. 美術作業の見本(もしくは絵画)
28. 作業遂行に関する

出典:高浦勝義務 fポートツォリオ評締法人門j明治図書、 2∞o年、 p.61

思考活動の様子を表 る心意地図

を合む 11漣式構成問J(graphic organizer) 
等が考えられる。 1テストj情報群では、「簡単な

評価課題 (sho仕 assessnnenttask)Jとして、記

述式の課題テストや概念図づくり課題を出した

り、「より大がかりな場面課題 (nnoreannbitious 

event task) J (中期)1長期にわたる評短課題

(Iong-ternn extend付 task)Jを出したりして、そ

の成果を幕にレポートづくりを行う等、子どもの

理解の状況、能力の発達を捉える諸種

の試みが考えられる(16)。また、高浦は K.パー

クの資料から表 1のようにお種瀬に及ぶ資料・

情報群をあげている。

4. ポートフォワオ活用の方針

したように実に様々な評価資料・情

報が考えられるが、これらを使用してどのように

ポートフォリオを作成するか、その方針について

村川雅弘誌ポートブォリオが単なる記録ではない

と前璽きして次の3点に集約している

① 

ブォリオの作成と活用は、う子ども、
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そして第主占による学習評価のための

共同作業である。その作成・活用において

は、教師や外部人材が子どもの学習の様子や

作品などの成果に穣極的にコメントを述べる

という場面も、ポートブォリオの作成・活用

の重要な要素の 1つである。

ゆ継続性と多面性

③ 

ポートブ寸 J)オの作成と活用は、一人ひと

りの子どもの学習の多様性に時応すべく、学

習記録を継続的に叡集し、それを多面的に分

析する過程を含んでいる。その前提は、評価

主体にポートブォリオの昨成の過程が委ねら

いること、よってポートブォリ

度もその作成が認められなければならない。

ポートフォリオは、たんなる学習情報の集

積では壮い。学溜記録の収集と選択が繰り返

された、ダイナミックな学習情報である。し

たがって学習記録の選択に際して、それを可

能にする枠組みが必要である。ポートブ汐 1)

オの作成と活用には、明確な日的が設定さ
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れ、その目的に呼応した基準や規準が用意さ

れなければならない。それらは、評価主体が

学習記録を評価情報として再構築することに

役立つ。

さらに村)11は、前述した指針原理を具体化する

ための準備作業をウォルフィンガーとストッカー

ド CWolfinger，D. M & Stockard， Jr. J. W.)の
指摘をベースにして、①ねらいの同定、②ねらい

に合致したポートフォリオのタイプの選択、③評

価主体や利用者の同定、④基準と規準の設定、⑤

フォーマットの決定、としている (8)。

以上の概説からポートフォリオ評価法は、学生

の学びの全過程において学生が作成した広範囲に

わたる学習の履歴・記録等をファイルするもので

あり、目的・ねらいによって重要と思われる事項

をファイルすることである。そこで次章では、社

会福祉実習教育への応用を検討する。

N. 社会福祉実習教育への応用

1 .準備作業時の留意点

社会福祉実習教育にポートフォリオを利用する

基本的なねらいは、第一に、事前学習・配属実

習・事後学習を通して学生の成長と発達を記録す

る手助けとなることである。第二に、ポートフォ

リオは、学生が実習に対して自律的な学習に着手

しそれを進めていくための道具となりうる。ま

た、学生に学習の方向と内容を決めさせ、行った

ことについて内省を喚起するためにも役立つ。第

三に、ポートフォリオによって、教員は、自分の

教育実践を反省できる。カリキュラムを評価し、

その改善に関して意思決定を行うためにも、ポー

トフォリオは有益である。ねらいが決定したら、

必要に応じてポートフォリオのタイプを選択す

る。次に留意しなければならない点は、ポー卜

フォリオ作成・活用の主体である。それを提示す

る対象は、実習生、実習指導教員、施設・機関の

実習指導職員、施設・機関の利用者等と広がりを

みせる。

ポートフォリオが単なる記録集でなくなるため

には、学習情報選択の根拠、すなわち基準とそれ

を具体化した規準が必要である。しかし、 ll.4.

総合評価の課題で述べたようにその基準値や判定

規準を巡っては一応日本社会事業学校連盟が社会

福祉系科目のカリキュラムについての検討 ガイ

ドライン等の提示に基づき作成した標準マニュア

ルがあるが、ミニマムスタンダードとして確立し

ているわけでもなく、また、そのカテゴリーも十

分に吟味されるまでには至っておらず継続検討課

題である。

ポートフォリオ作成のためには、ポートフォリ

オをどのような形にするか、すなわちフォーマッ

トの決定を検討することが重要である。多くの場

合、ファイル、フォルダ、ルーズリーフ、箱など

図1 本学で活用しているフォーマット
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が活用されるが、今現在本学で活用している

ブォーマットは、図 1の通りである。ここ

韮.2許価方法で:示した単位認定をするために設

した実潤評価の 10羽目に関する提出物が中心

である。そこに至るまでの経過〈各種の資料や教

員・学生開等のやり取りなど)を含んではいな

い。仮に十分な情報と資料収集を行った場合、そ

Portfolios) J r¥高febフォザオ(琉'ebfolios)Jなど

と呼ばれたり用語に統一性のないことを指機した

上で、ウィードマー CWiedmer，T. 

を紹介している。それによれば、

の定説(22)

ジタルポー

トブォリオあるいは電子ポートフォリオは、電子

的手段で取り込んだ生徒の仲品を自的をもっ

集したものであり、 aつあるいは複数の領域にお

の大量な情報をどこにどのよう

に整理し評価できるのかといっ

しさら ける努力や進歩、達成をいろいろな人に見せても

じる。 らうものであ

最近では、省スペースで大量の積報を記録でき、

しかも整理しやすいヂジダルポートブォリ

・活用され始めている(19)。

2繍デジタルポ…トフォリオとは?

ポートフォワオがもっ多面的な可能性を広げて

いく方法のーっとして、説聴覚機器(ビデオカメ

ラ・ CD-MDカセットヂ、ソキ等)や情報通信機器

(コンピューター・ネットワーク・携帯電話等)

などの利用が考えられる。

余田義彦は、アメリカにおける 1980年代ケイ

スクール (KeySchool)におけるピデオポー

ブォ l)才、コネストガ小学校 (ConestogaEle-

mentary School)における電子ポートフォリオ

CElectronic Portfolios)、1990年代ブラウン大学

のコアリション・オブ・エッセンシャルスクール

ズとアネンパーグ学校改革窮究所が行ったデジタ

/レポートフォリオプ口ジェクト等を概説

て 1990年代前半から今日に至るまでの日本にお

ける実践研究について自らの実践報告を合め概説

している。そして 1900年代後半に、学校へ導入

されるパソコンの高性能化進艇とネットワークを

用いることによりずジタんポートブ泳ワオを学留

のコミュニティに公開する実践が、世界各地の小

中高等学校、大学で行われるようになったとポー

トフォリオにテクノロジ…を活かす試みに関する

歴史的経緯を説明している

ヂジタルポートブォリオの定識に関して余

出立、この用語が当初「電子ポートブォリオJ

と呼ばれており、 90年代後半から「デジタル

ポートフォワオjという言葉で呼ばれ始めたが、

このほかに電子ポートフォリオは rEポートブ寸

リオ (E-Portfolios) と略して呼ばれたり、ホー

ムページのデータ〈討TML影式)としてまとめ

デジタ lレポートブォリオでは、成果物をコン

ピュ…タにデジタル情報として取り込み、リムー

バブルメディア(ハードヂィスクやCD-設、 DVD

に入れて保管する0

3剛デジタルポートブォリオ

デジタルポートブォリ才の背景にある考え

や、評傭方法、留意点など誌ポートブォサオ

通性があるが、デジダ トフォリオ学習・評

揺の可能性と

習は以下の点を指摘している

① 活動表現を映像や音声で記鋸できる

再編集ができる

持ち運びゃ関覧が容易にできる

いつまでも色あせない

⑤ 保管に場所をとらない

⑥ 成果物を検索できる

護製が簡単にできる

いて余

評価と成果物を関連づけることができる

これらの指捕を諮まえ実現教育に調えれば以下

のようなことが考えられる。 φ活動表現を映像や
音声で記鍛できるについては、従来の提出物(日

誌や報告警等)に加え、活動表現による成果物を

ることが可能となる。そのため、評価対象

を、文章表現や描両表現などの成果物から、体験

報告における発表や感想、相談援助場面を再現し

た演技など活動表現による成果物へも!ム‘げること

がでる。また、リプレイが容易なため、自分の活

動を見てパフォ…マンス評価を行ったり、上手な

人の活動と辻較し改善したりしていくことができ

る。

②再編集ができるについては、収集しまとめた

了するのではなく。成果物を作る過程や

しまとめる議綜でその内脅を児童し、修正す

られてい rWebポートブォリオ (Web ることによって完成度を高めることができる。形
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成的評価(側、すなわち現荘取り組んでいる学留

に活かす評輔ができるのである。

ゆ持ち運びゃ閲覧が容易にできるについて

ようにポートブォリオは、かなり大量に

なる可能性が大きい。ヂジタ/レ情報iこすることに

より、リムーバブルメディアに入れて軽々と持ち

運べるし、内容によってはネットワーク経由で関

係施設・機関の職員や利用者、さらに関係

カ者等々多くの人に見てもらうこともでる。ま

た、ポートブォリオをサ…パに入れて校内ネット

で公開すれば、特別な機会設設けなくても実溜教

育に関する学生同士の作成したものを見る機会が

増え、次年度実習を希望する学生も合めた学生同

士の相互害発に基づく学習を促進でき

、つまでも色あせないについては、ポート

ブォリオによって作成された成果物のなかには、

色や形をそのままの状態で留めておきたいものが

ある。デジタル情報にしておくと、色あせや劣化

が少なくてすむ。

。保管に場所をとらないについては、ポート

ブ汐リオを保管するには、教室や廊下の隅に整理

棚を設けたり、コンテナを並べたりすることが必

要になる。ましてや自宅に課管するとなるとその

置き場所が大きな課題となる。ヂジタル情報にし

ておくと、場所をとらずに保管でき

器成果物を検索できるについては、検索機能を

利用すれば、成果物が増加しても必要な情報を簡

単に探し出せる。そのため、成果物を貯め込むだ

けでなく、学轡資料のーっとして共有しながら開

してし、く道が開ける。

ぐ号機製が簡単にできるについては、学住が自宅

iニポ…トフォワオを持ち帰っても、その宛全な複

製を学内(実習指導室)に残しておくことができ

る。また、制作途中のものを別ブァイルiこ無事し

ていけば、制作の過程を記録として残すことも容

易である。

ゆ評価と成果物を関連づけることができるにつ

いては、ハイパーリンク機能を利用すれば、

に関ずる記述が具体的にどの成果物のどの部分に

着目したのかを関連づけて示すことができる。こ

の点は評価の客観性や信頼性を保つ上で役立っと

おれる。

4. デジタ トブォリオ
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ポートブォリオで成果物として扱われる物につい

ては、 E ポートブォリオ評揺法3.情報と

に示したが、デ、ジタルポートブォリオでは、それ

らの成果物を各種のマルチメディア技檎を使用す

ることにより作成する。例えば、余缶詰学留の活

動記録や成果物をデジタル情報として取り扱うと

きに役立つマルチメディア技能を表にまとめてい

るが新しいマルチメヂィア技術を取り入れていこ

うと考えるときの指針となる(表2参照)

デジタルポートブォワオ作成の作業に関して

適切なハードウェアと使いやすいソブトウェ

アがあれば響易に作成できる。例えば、コン

ピュータに関して、市販されているものに

WindowsやMacintohなどのSystem/OSが入っ

ていればよい。また、ソブトウェアの関しても専

用ゾブト、汎用ゾフトのどちらも使罵可能であ

る。ただし、専用ソフトに関しては、余田も指摘

しているようにl両面構成や機能な

約が多く、自本でも学会でいくつかの専用ゾフト

が発表されているが、試作研究の段階である。

5. 社会福祉実習教膏への応用

社会福祉実習教曹の中でヂジタルポートブォ 1)

オ作成をしてし、く場合、市販されている統合ソブ

ト (Microsoft Office、AppleWorks、ThinkFree

O部ce、JustArksなど〉に日本語ワードプロ

セッサ、表計算ゾブトウェア、電子メ…ん・情報

管理ソブトウェア、ブレゼンチーションソフト

ウェア、メディアコンテンツ〈クリップアートや

サウンドなど)、データベース管理ソフトウェア、

統合詩書機能などが入っていれば問賠はない。例

えば、 Windowsのヱグスプローラに f実習」と

いうブ寸/レダーを作成し、その中に「学籍番号・

氏名Jという各学生用のサブブォルダーを作成す

る。〈国 2参照)そのブオルダ内には当然主述し

た事語学習・配属実習・事後学習に関連するフォ

ルダを作成していく O 具体的な成果物誌各ブール

ダ…内に各種のゾブトで作成されたブァイル(名

前を明記)として残していく O

とのブ泳ルダにどのような成果物を入れていく

かについては、実淘評舗の罰的にあわせて、各縄

ごとの実習グループ指導祖当教員と相談し

ながら作成していく O また、デジタルポートフォ

リオ作成活動は、?警報活用の実践力の育成活動
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7イコンを選択すると、そのl見目月が表示さ
れます。

関連項目

li上主4止
まLL~l:) “ E
Iiユム心::2

(情報収集・選択・加工・表現・伝達・評価など)

を含んでいる。

さらに学習成果を広く社会に公開するための手

段として活用できる(27)。この活用いかんによっ

ては、やがてカリキュラムの開発ネットワークへ

と発展する可能性を示唆している。村川が指摘す

るように「異なる属性の人聞が協同でカリキュラ

ムを開発する場合、カリキュラムの長短所を確認

したり、改善点を同定したりするための共通資

料・情報源が必要J(2初である。また、寺西和子は

ポートフォリオの多様な可能性の中に人々を結び

つける「接着剤Jとしての役割を指摘し、その類

型の一つに「共同ポートフォリオ」を描いてい

る。その性格は教師や友人、保護者や地域住民が

参画するものであり、 一人の子どものポートフォ

リオの中にこのような多層的な人々の願いや思

い、その時々の意見や感想、具体的に協力・協同

したことを載せ、それをまたフィードバックして

いくなかで、参画している人々自らに還元されて

48 

(フォルダ一作成例)

いくことの重要性を指摘している(29)。

社会福祉実習教育の場合も評価主体(教員・学

生・実習指導職員・利用者)がこの多層的な人々

に含まれるが、このような評価コミュ二ケーショ

ンは、評価主体者聞を基盤とするカリキュラム開

発には不可欠である。例えば、現在実習に関する

連絡・調整やカリキュラムに関する枠組みや基準

の策定等に関しては実習前、あるいは実習後の各

種の連絡・調整・報告会議等によっているが、利

用者が参画し評価しあうまでには至っていない。

その理由には様々な要因が考えられるが、 一番の

理由は議論のための情報源がいつで、もどこでも必

要なときに得られないことではないだろうか。デ

ジタルポートフォリオは、この点に活路を見出す

に違いない。

v.終わりに(残された課題)

これまで社会福祉実習教育におけるポートフォ
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リオ評価法の可能性について、その理論的背景、

意義、特徴、方法について分析してきた。ポ…ト

ブォ 1)才評櫨法は、日本に紹介され、実践さ

りであるが、その譲震に流れてい

習者中心の発想、は、挺来の指導・学習i品種と

をどのように扱うかといった間いに符えようとす

るものであった。すなわち、ここでいうポ…卜

フォリオ評価法は学習過程でのポートフォリオ作

りを通して評価を見直し自己評価やメタ認知の育

成を関るという、まさに指導と

ている点が大きな特徴であり、どのよう

イン〉によってポートフォリオ〈デジタル

ポートブ泳リオを含めて)を作成するかという日

的的な活動な通して実習教育に新たな可能性を付

与したと考えられる。また、デジタルポ…トブオ

リオは、学留のプロセスを総合的に記録し、効率

のよい学塑成果物の収集を容易に行うことを可能

にする教材として今後の活躍が期待できることを

ヂジタルポートフォリオ評揺法を新し

い評師法として社会福祉実習教育で活用していく

には、いくつかの課題も浮上する。

φ 個人情報保護の問題
各実習学生ごとに作成された社会組祉実習に関

する成果物は、 1つのフォルダに収集するととが

島身や

本的な対処方法を述べる。まず、学内ネットに公

開する場合、公開できる項Eを教員が選択し閲覧

できる内容を制限する。学外にむけインターネッ

トを利用する場合は、公開可能なずータベースサ

ンプルを作成し、関係機関・施設に対しては、パ

る。また、

③ 評価基準

デジタルポートフ才リオ学部・評価では、活動

の記録や成果物を参考に白日評価や相互評価を行

う。そこで室長要な点は学習の日標や評価基準を教

員が理解しているだけではなく学生も十分に理解

しているかである。学生に日
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る方法としては様々な方法があるが、質的評価の

道具としてチェックリス

(30)と呼ばれる

吾
、W
綱

やルブリック

させる一

評錨基準を具体

的に伝え、評価の客観性を掠つ主で脊効であると

いわれている。デジタルポートフォりオでは、こ

のような道具を使用した評価結果を成来物に合め

ることで評価がどの成果物に着目したのかをハイ

パーリンクで関連づけて明示することが可能であ

る。現在本学では、吉本社会事業"学校連盟が提示

しているが、

指導職員・科用者〉と)vブワックを作成している
わけではなく今後の課題である。

③ 教員の力最

デジタ/レポ…トブォリオ評価法を実践するに

は、指導教員に様々な力量が要求される。例え

ば、学生の個々の状況に応じて柔軟に目標・ねら

達或へと導く指導力、テーマ

々な角度からアプ口一チ方法

や研究成祭を見つけ出す検索力、学生に対する支

持的な雰囲気の醸成や形成的コメントによる支

持・支援力、チーマごとの成果物を全体から構造

化し、位置づけを明確にする術搬力などである。

こうした力量の向 Uj:~個々人の精力だけでは限

界があり、各種の研修プログラムが必要である。

しかし、大学の教員には、指導教員としての力量

うということよりもこ

ていくことそのものに抵抗感のある教員

る。今後の課題は、デジタlレポートブォリオが実

習教育実践の場でどのように多面的に活用されて

いくのか、これらの点をあきらかにしていくこと

である。

(1) 栗山賂tr社会話詮実習教脊に関する一考察〈そのり
一弘前学院大学の「社会福致実習1指導方法の理状
と課題…JW弘前学院大学社会棋祉学部研究紀要』第
2号、弘前学院大学社会福祉学部、 2002年、 pp.17-27

(2) 'sEB和明・川田昔音・米津間古・加藤準維・野[]定久・
柿本誠o，fj河久美子編集「ミ訂社会福祉実習J中央法
焼、 1998年、 p.174

(3) 弘前学院大学社会福祉学部社会福祉学科 fガイド
ブック 社会福祉実習ト豆J2002年度、 p.40、また
お現民の内蓉に関しては同議を参熊さ抗たい。



社余福祉実習教育に罵する一々 蓄を(その 2)

(4) 同掲番、 p.6

(5) 前掲書2，p.178 

(6) 前掲書3、p.7

(7) 高浦勝義縦馨『総合学潤の斑論』繋明議罪、 1997年、

p.222 

(怖削8ω) 松部鰭

年、 p.17oo

(9) 小田勝巳『総合的な学習に適したポートフォリオ学

習と評{醸j学事出版、 1999年、 pp.20・21

(10) 村)11雅弘絹著n生きる力jを青む羽ポートフォワオ評
締Jぎょうせい、 2001年、 pp.シ16

(11) 高浦勝義「ポートフォリオ評備の構想 r総合学問5
特集:ポートブォリオ評儲』繋明書房、 2001年、p.lO

(12) 大接紀和著『総合さ詳背のポートフォリオと評極』繋明

書房、 2000年、 p.22

(13) 安藤輝次f第3章 ポ…トフォリオの基礎理論J加藤
幸次・安藤鰐次著『総合学習のためのポートフォリオ

詳舘』繋鴇欝房、 1999年、 p.43

(14) 同掲番、 p.45

(15) Diane Hart， Authentic Assessment: A Handbook 

for Educators， Addison-Wesley Publishing Com-

pany. p.14 

(16) 高浦勝義著『ポートブォ 1)オ評価法入門i明治図書、
2000年、 pp.55・70

(I7) 諮掲書10、pp.42・43

(18) 前掲書10、pp.43-46

(19) 武一正rrパソコン』活用のポートフォリオ r総合的
学習を護Ijる~ NO.121、2000年、 pp.48-51

(20) 余毘義勝 f生きる力を育てる ヂジタルポートフォ
1)オ学閣と評極』高綾社書出、 2001年、 pp.l0-12

(21) 阿掲書、 p.45

(22) Wiedmer. T.し Digitalportfolios Capturing and 

50 

Demonstrating Skills and Levels of performance， 

PHI DELTA KAPPAN， April， 586山589，1998. 

(23) 前掲聾20、pp.16寸7

(24) 形成的評価について、街中耕治は「従来の評締法にお

ける評定〈実践の最後iこのみ評儲〉することから子ど

もたちの学力を保障するために教符実践を展開しよ

うとすれば、開始時の「鈴義母的評価Je実銭通程にお
ける「評価」行為を機能させる「形成的評綴jを実施

することJを求めている。 f形成約評締jは、「教師と
子どもたちに分かり具合や出来具合を刻々にフィー

ドパックして、実践の展開・改善に指針を提供するも

のJであると述べている。と同時に今日的課題にも言
及し、「はたしてこのような「教蒋評繍」を体験した

子どもたちと教師たちにとって、その fメタファ
はいかなる変替を遂げるのであろうかJと課題を投
げかけている。(部中耕治f学力評{面論の新たな地'JL~

三学出版、 1999年、 p.79、

(25) 前揚書初、 p.26

(26) 揺永浩・長瀬久明.iE奇和彦「迷隔協同さ学習のため

の電子ポートフォリオシステムの開発と授業実践J
教育工学関連学協会連合第6回全開大会、 2000年、

pp嗣103-106.堀口秀嗣(出立教育致策研究所、教響研

究情報センター):デジポケッツ、 http://www.nier. 

go.jp/horiguti/index.htrnl，20oo 

(27) 前掲議20、p.22

(28) 前掲翠 10、p.50

(29) 寺西和子『総合的学腎の評価ーポートフォリオ評価

の可能性… J鴨治図書、 2ωl年、 pp.74-79
(30) ルブリックの具体的な活用例仁ついては、余出議長謬

「ハンズオンによるモノづくりとデジタルポート

フォリオ作成を取り入れた情報教育j論文誌筒報教

育方法研究、 3(1)、 19-2、2∞0年を参問。


